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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成29年８月８日に提出いたしました第112期第１四半期（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）四半期

報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出す

るものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1)　業績の状況

　　（訂正前）

当第１四半期連結累計期間においては、燃料である石炭市況の上昇やＩＰＰ発電所の定期修理等の影響を受けま

したが、合成ゴム、ナイロン等化学品の市況が是正されたこと、工業薬品の隔年実施の定期修理がなく生産・出荷

が増加したこと、堅調な国内需要を背景にセメント・生コン等の販売数量が増加したことなどにより、販売は堅調

に推移しました。

＜省略＞

 

　　（訂正後）

当第１四半期連結累計期間においては、石炭市況の上昇やＩＰＰ発電所の定期修理等の影響を受けましたが、合

成ゴム、ナイロン等化学品の市況が是正されたこと、工業薬品の隔年実施の定期修理がなく生産・出荷が増加した

こと、堅調な国内需要を背景にセメント・生コン等の販売数量が増加したことなどにより、販売は堅調に推移しま

した。

＜省略＞

 

　　（訂正前）

＜省略＞

建設資材

セメント・生コン事業は、国内需要の増加により販売数量が増加したことから、増収となりました。なお、セ

メントの生産において燃料として使用する石炭の価格上昇の影響を受けました。

＜省略＞

 

　　（訂正後）

＜省略＞

建設資材

セメント・生コン事業は、国内需要の増加により販売数量が増加したことから、増収となりました。なお、石

炭の価格上昇の影響を受けました。

＜省略＞
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